
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

Ⅱ期

数学Ⅰ

数学Ⅰの出題範囲（数と式，集合と命題，2次関数，図形と計量，
データ分析）の中から特定の分野に偏ることなくバランスよく出
題し、 以下のような項目について評価できるような問題を出題し
た。
・基本的な事柄・公式が理解できているか。
・基本的な計算力が身についているか。
・数学的・論理的な思考ができるか。
・問題文を読んで、それを定式化・図式化し、適切な公式を選
定・組み合わせて解答を導出することができるか。

①大学（薬･香薬以外）
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数学Ⅰ
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数学Ⅰ	 Ⅱ期

Ⅰ
1　条件により，y = ­4x 2 のグラフを x軸に沿って平行移動したものを考えれば良い。

x軸に沿って bだけ平行移動した 2次関数は，y = ­4(x ­ b)2 と表せる。
点 (­6,   ­16) を通るから，­16 = ­4(­6 ­ b)2 より，b = ­8 ,   ­4 となる。
よって，

y = ­4(x + 8)2

= ­4x 2 ­ 64x ­ 256
y = ­4(x + 4)2

= ­4x 2 ­ 32x ­ 64

2 　右の図において

BC = AC × tan21°
= 15 × 0.3839
= 5.759

また，右の図より

CD = AE = 1.6

よって，木の高さ BDは

BD = BC + CD
= 5.759 + 1.6
= 7.359
= 7.4(m)

tan21°は以下のように求めることができる。

ⅰ）

ⅱ）

3　⑴　散布図は下図のようになる。

⑵　

⑶　相関係数

Ⅱ
1　⑴　a 2 ­ b 2 =(a + b)(a ­ b) より，a = z ­ x ,   b = 4y

∴ ( z ­ x + 4y)( z ­ x ­ 4y)

⑵　9x 2 + 36xy + 36y 2 = 9(x 2 + 4xy + 4y 2)
a 2 + 2ab + b 2 =(a + b)2 より，a =x ,   b =2y

∴ 9(x + 2y)2
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2 　⑴　

⑵　

3　x≧ 4(3 ­ x)­ 7
x≧ 12 ­ 4x ­ 7
5x≧ 5

∴ x≧ 1

4(x ­ 1)≦ 6(x + 2)
4x ­ 4 ≦ 6x + 12
­2x≦ 16

∴ x≧ ­8

答え　∴ x≧ 1

4 　グループ Aに一人当たりに配る冊数を xとすると，
20 × 120 × x + 10 × 80 × 2x≦ 10000
2400x + 1600x≦ 10000
4000x≦ 10000

∴ x≦ 2.5

∴ x = 2 となり，グループ Aは 2冊，グループ Bは 4冊配ることができる。

Ⅲ

1　 ， ，

余弦定理より，

2　

3　

4　 ，

より，

前問より

よって，

S 12 + S 22 + S 32 ­ S 42 = 0


